
令和６年度 地域の元気づくり（次世代育成支援）事業報告書 

 

   倉敷市玉島地区老人クラブ連合会  

 

①
地
域
の
概
況 

 倉敷市玉島地区は倉敷市の西に位置し、高梁川を隔てて南西に広がっている。 

南は瀬戸内海に面し沙美海水浴場・北は白桃の産地として有名で桃畑が広がり、

中央は良寛様が修行された円通寺ありと、四季を通じ、人々の温かいふれあいが

心地よいレトロな風情の地区となっている。 

新幹線駅である「新倉敷駅」、山陽自動車道の「玉島 IC」を擁し、国道２号線も

あり非常に交通の便もよい。 
 

・人口     70,692人 

・世帯数        32,149世帯 

・高齢者数      25,043人 

・高齢化率       35.43 % 

・会員数         1,968人 

②
活
動
状
況 

行事名  「岡山県の民話と昔遊びの会」 

（１回目） 

・日 時  令和６年４月１７日（水）13：30～15：00 

・会 場  玉島市民交流センター 第３会議室 

・参加人員 ２１名 

・内 容   

 ・昨年に引き続き「岡山県の民話と昔遊びの会」をスタート。 

 ・今年度も立石憲利先生に全面的に協力していただけるよう依頼し、2年目の 

スタートに当り、立石先生の弟子である平田律子さんに、民話を2話語って 

もらった。 
 

（２回目） 

・日 時  令和６年５月８日（水）13：30～15：00 

・会 場  玉島市民交流センター 第３会議室 

・参加人員 ２２名 

・内 容   

  ・紙芝居係 ５名   

「ねずみのもちつき」「なめくじとムカデの伊勢まいり」 

  ・ペープサート係６名 

「豆腐のみまい」 

・語り部係 ５名   
「スズメの恩返し」「白かったカラス」「お地蔵さんの水」 
「カエルとヘビ」「金の斧」 
・お土産係 １０名  

「色紙でコマ作り、毛糸であやとりを編む、子ども用に厚紙で手裏剣づくり、 

高齢者用は空のペットボトルに小石などを入れてガチャガチャづくり」 



 

・担当、各々の題目を決めたあと、全員でお土産のコマを作り練習した。 
 

（３回目） 

・日 時  令和６年６月１２日（水）13：30～15：00 

・会 場  玉島市民交流センター 第３会議室 

・参加人員 ２０名 

・内 容   

・各グループの長を決め、それぞれの進捗状況を発表した。 

  ・各グループの製作は8月末迄に完成させ、交流会は９月～１２月に開催す 

ることとし、全員で紙ふうせんの練習をした。 
  

（４回目） 

・日 時  令和６年７月５日（金）9：00～17：00 

・会 場  柏島憩いの家・玉島市民交流センター 

・参加人員 １６名 

・内 容   

  ・メンバーの兄弟に協力していただき紙芝居の枠、拍子木を製作した。 

  ・ペープサートに使用する竹を切ったり、枠の製作、シナリオを作ってセリ 

フを録音した。 
 

（５回目） 

・日 時  令和６年７月１０日（水）13:30～15：30 

・会 場  玉島市民交流センター 第４会議室 

・参加人員 ２２名 

・内 容 

  ・幼稚園・保育園・認定こども園３か所、高齢者施設５か所を訪問交流する 

ことにし、また女性委員会研修会を１回開催することに決めた。 

  ・今年も七夕にちなんで笹2本用意し、短冊に願い事を書いて飾り、終了後 

は、交流センターのロビーに展示していただいた。 
 

（製作、練習等）6回目～38回 

・日 時  令和６年５月２９日（水）～１２月５日（木）延べ33回 

・会 場  玉島市民交流センター他 

・参加人員  延べ３２０名 

・内 容   

  ・各グループに分かれて、製作・練習・土産を袋詰めした。 
 

（３９回目） 

・日 時  令和６年９月９日（月）14：00～14：40 

・会 場  特別養護老人ホームグリーンピア瀬戸内 

・参加人員 ４７名（高齢者２８名、老人クラブ会員１９名） 

・内容 

 ・午前中に集まって練習した後、施設を訪問した。 

・紙芝居１話、ペープサート、民話を語り部の１人が披露したあと、ペットボ 

 トルのガチャガチャを曲にあわせて振ってもらい、お土産の説明をしたあと、 



 

  参加者へ渡した。 
 

（４０回目） 

・日 時  令和６年９月１３日（金）14：00～14：40 

・会 場  特別養護老人ホームグリーンピア瀬戸内 

・参加人員 ３８名（高齢者２５名、老人クラブ会員１４名） 

・内 容 

 ・午前中に集まって練習した後、施設を訪問した。 

 ・紙芝居１話、ペープサート、民話を語り部の１人が披露したあと、ペットボ 

トルのガチャガチャを曲にあわせて振ってもらい、お土産の説明をしたあ 

と、参加者へ渡した。 
 

（４１回目） 

・日 時  令和６年９月１６日（月）14：00～15：00 

・会 場  柏台デイサービス 

・参加人員 ４２名（高齢者２５名、老人クラブ会員１７名） 

・内 容 

・午前中に集まって練習した後、施設を訪問した。 

 ・紙芝居２話、ペープサート、民話を語り部の２人が披露したあと、ペットボ 

トルのガチャガチャを曲にあわせて振ってもらい、お土産の説明をしたあと、 

参加者へ渡した。 
 

（４２回目） 

・日 時  令和６年９月１８日（水）14：00～15：00 

・会 場  あすなろ園勇崎デイサービス 

・参加人員 ３５名（高齢２０名、老人クラブ会員１５名） 

・内 容 

・午前中に集まって練習した後、施設を訪問した。 

 ・紙芝居２話、ペープサート、民話を語り部の２人が披露したあと、ペットボ 

トルのガチャガチャを曲にあわせて振ってもらい、お土産の説明をしたあと、 

参加者へ渡した。 
 

（４３回目） 

・日 時  令和６年１０月３日（木）10：00～11：00 

・会 場  柏島憩いの家 

・参加人員 ６６名（柏島認定子ども園児４９名、老人クラブ会員１７名） 

・内 容 

  ・紙芝居２話、ペープサート、民話を２話語り、お土産を渡した。 

・子どもたちが歌を２曲披露してくれた。その後「大ボール運び」「肩たた 

き」「握手」などをして、楽しい交流をすることができた。 
 

（４４回目） 

・日 時  令和６年１０月１５日（火）14：00～15：00 

・会 場  アミカルデイサービス 

・参加人員 ５２名（高齢者３５名、老人クラブ会員１７名） 



 

・内 容 

 ・午前中に集まって練習した後、施設を訪問した。 

 ・紙芝居２話、ペープサート、民話を語り部の２人が披露したあと、ペットボ 

トルのガチャガチャを曲にあわせて振ってもらい、お土産の説明をしたあと、 

参加者へ渡した。 
 

（４５回目） 

・日 時  令和６年１０月１７日（水）10：00～11：00 

・会 場  八幡認定子ども園 

・参加人員 ７３名（園児５９名、老人クラブ会員１４名） 

・内 容 

・紙芝居２話、ペープサート、民話を２話語り、お土産を渡した。 

 ・子どもたちが歌を２曲披露してくれた。その後「大ボール運び」「紙ふうせ 

ん」「大きく大きくな～れ小さく小さくな～れ」などをして、楽しい交流をす 

ることができた。 
 

（４６回目） 

・日 時  令和６年１１月１日（金）10：00～11：00 

・会 場  勇崎幼稚園 

・参加人員 ７７名（園児５９名、老人クラブ会員１８名） 

・内 容 

・紙芝居２話、ペープサート、民話を２話語り、お土産を渡した。 

・子どもたちが歌を２曲披露してくれた。その後「大ボール運び」「紙ふうせ 

ん」「動物ごっこ」などをして、子どもたちからのペンダントのお土産を首 

からかけてもらい、楽しい交流をすることができた。 
 

（４７回目） 

・日 時  令和６年１２月５日（木）13：00～15：30 

・会 場  玉島市民交流センター 第２会議室 

・参加人員 ８０名 

・内 容 

・女性委員会研修会 

 ・岡山の民話研究家 立石憲利先生講演会を開催。 

 ・講演会の後、全員フル出演で紙芝居３話、ペープサート、民話を５話語り、 

お土産の説明の後全員で遊んだ。 

 ・先生より感想をいただいた。 
 

（４８回目） 

・日 時  令和６年１２月１２日（木）13：30～15：00 

・会 場  玉島市民交流センター 第２会議室 

・参加人員 ２６名 

・内 容 

 ・１年を通してのご苦労さん会と反省と次年度に向けての課題の洗い出をし 

て、来年も引き続き会を存続することに全員一致で決定した。 
 



③
活
動
の
効
果 

・「岡山県の民話と昔遊びの会」２年目を迎え、新しくペープサート、語り部に

取り組んだことにより全員の志気が上がった。 

・１年を通して準備が大変だったが、皆と力を合わせて創意工夫したので充実感

があった。 

・内容を子ども向け、高齢者向けに区別したので、各々喜んでいただけ、自分た

ちも楽しめた。 

・次世代の子どもたちに「岡山県の民話や昔遊び」を伝えることができた。 

④
課
題
・
問
題
点 

・紙芝居・・ 全部で４話（昨年２話・今年２話）作ったが、全て優しい色合い 

だったので、後ろからは見にくいので来年度は色を濃くしたい。 

       枠を作ったので紙芝居らしくなった。 

       拍子木が小さすぎたので、大きいのに作り変える。 

・ペープサート 

       設置台や幕は借りて済ませたが、来年度は自分達で作りたいと思 

った。 

       大きな模造紙に絵を書き、竹で挟んで紙人形を作り動きもつけた 

が、絵が表だけになってしまい動きが限定されて思うようにでき 

なかった。 

       BGMや効果音、セリフも全て録音したが録音に労力がかかった。 

またラジカセを２台使っての操作が大変だった。 

・語り部・・・５人が別々の民話を語ったが、子ども向けと高齢者向けの話を選 

定したつもりが、反応が思ったのと違った。 

       民話を暗記するのが中々難しく、読んだ人もいた。 

・土産・・・・折紙でコマ・手裏剣を作り、毛糸であやとりを編んだ。 

土産係が土産の説明をした後、コマを回したり、あやとりで昔遊 

びを色々してみせたので懐かしがってもらえた。 

       空きペットボトルの中にビーズや砂、小石等を入れボトルの回り 

はマスキングテープで飾ったガチャガチャを作り、高齢者施設で 

歌に合わせてガチャガチャしたので、喜ばれた。お土産の一つに 

もなった。 

⑤
今
後
の
進
め
方 

・１年を通して準備が大変だったけれど充実感があり、全員一致で来年度も継続 

することに決定した。 

・引き続き幼稚園・認定子ども園・保育園から希望していただいているが、新し 

く受け入れてもらえる園や、高齢者施設等を増やしたいと思う。 

・今現在の紙芝居、ペープサート、語り部、手作りの土産はより良く直したり修 

正したりして継続する。 

・子どもたちとの交流の時間を大切にし、「岡山県の民話や昔遊び」今後も伝え 

ていきたいと思う。 

・立石憲利先生との絆を大切に、また来年度もご協力いただけるようお願いした 

 いと思う。 

 
 
 
 
 



  

  

  

 



  

  

  

 



  

  

  

 



  

  

  

 



 


